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■ともだちたくさんできるかな一。（大貫小学校入学式）

宣

●下水道

汚れた水は、きれいにして川や海に戻す

大切にしたい、自然のマナー



ト
イ
レ
で
流
し
た
水
、

と
ろ
ん
こ
の
手
を
洗
っ
た
り
、

洗
濯
を
し
た
と
き
の
水
…
…
。

私
た
ち
が
使
っ
た
後
の
水
は
、

き
れ
い
に
し
て
川
や
海
に
戻
す
。

大
切
に
し
た
い
、

自
然
の
マ
ナ
ー

大
洗
町
の
下
水
道
は
、
那
珂
久
慈
流

域
下
水
道
の
関
連
公
共
下
水
道
と
し

て
、
全
体
計
画
5
7
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
域
を
整
備
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
第
ー

期
事
業
と
し
て
公
共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
防
止
の
観
点
か
ら
、
早
急
な
整
備
を

必
要
と
す
る
鹿
島
灘
に
面
し
た
既
成
市

街
地
の
磯
前
神
社
下
旅
館
街
か
ら
大
貫

境
ま
で
の
9
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
事

業
認
可
を
受
け
、
そ
の
内
6
7
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
区
域
が
、
現
在
使
用
開
始
し
て
い

ま
す
。
(

4

ペ
ー
ジ
参
照
）

大
洗
町
の
下
水
道
の

計
画
は
？

私
た
ち
は
、
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
や
海
に

流
す
と
、
川
や
海
は
た
い
へ
ん
汚
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
使
わ
れ
て
汚
れ
た
水

（
汚
水
）
を
集
め
て
、

き
れ
い
に
し
て

か
ら
川
や
海
に
流
す
は
た
ら
き
を
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
が
あ
る
と
水
洗
ト
イ

レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
汚
い
ド
ブ

が
な
く
な
り
、
力
や
ハ
エ
の
発
生
を
ふ

せ
ぎ
ま
す
。

下
水
道
は
、
町
の
環
境
を
と
と
の
え
、

清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
う
え
で
大

切
な
施
設
で
す
。

下
水
道
は
ど
ん
な
は
た
ら
き

を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

下水道ができると、きれいなまち、さわやかな暮らしができるよ！

水洗トイレが使えます。
くみ取り式便所が水洗になる

とハエやいやなにおいがなく

なり、衛生的です。

まちがきれいになります。
まちから力やハエがいなくなり、

側溝やドブのいやなにおいも

なくなります。

川や湖沼、海がきれいに
なります。
汚水のたれ流しがなくなるの

で、川や湖沼、海がきれいに

なります。

'98.5.6 広報おおあらい (2) 
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ロ

排 水 設備

（個人が整備・維持管理する部分）

公共汚水ます

←—下水道設備
{IBJが整備・維持管理する部分）

（
 

雌 讐99讐芦誓贔場合
納付種類 納付額 奨励金 差引納付額

全額一括納付 181,500円 34,200円 147,300円

4年分一括納付 144,000円 21,600円 122,400円

3年分一括納付 108,000円 l l,880円 96,120円

2年分一括納付 72,000円 5,040円 66,960円

l年分一括納付 36,000円 1,080円 34,920円
※各年度の第1期納期(7/1~7/30)内に一括納付された場合のみ

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

ど
ん
な
お
金
が
か
か
る
の
で
す
か
つ
・

下

水

道

が

使

え

る

よ

う

に

な

る

と

、

■受益
者

負

担

金

（

一

回

限

り

）

■排水
設

備

工

事

費

■下
水

道

使

用

料

金

（

毎

月

）

が

必

要

で

す

。

受
益
者
負
担
金

受

益

者

負

担

金

は

宅

地

面

積

ー

平

方

メ

ー

ト

ル

当

た

り

5
5
0円
で

す

。

仮

に

3
3
0平
方

メ

ー

ト

ル

(
l
o
o坪
）

の

土

地

を

所

有

さ

れ

て

い

る

と

、

5
5

0
円

x
3
3
0
rrim
1
1
1
8
1
、
5
0
0

円

で

す

。

5
年

・

20回

(

1

年

に

4
回

）

に

分

け

て

支

払

え

ま

す

。

宅

内

の

排

水

管

工

事

と

水

洗

便

所

へ

の

改

造

工

事

は

個

人

負

担

と

な

り

ま

す

。

工

事

費

は

敷

地

の

広

さ

、

排

水

管

の

長

さ

、

便

器

の

種

類

な

ど

に

よ

り

変

わ

り

ま

す

。

お

お

よ

そ

30万
円

か

ら

l
o

0
万

円

ぐ

ら

い

の

費

用

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

町

で

は

、

排

水

設

備

工

事

を

適

正

な

価

格

で

安

心

し

て

ま

か

せ

ら

れ

る

よ

う

「

排

水

設

備

指

定

工

事

店

」

(

4

ペ

ー

ジ

参

照

）

を

定

め

て

い

ま

す

。

工

事

に

つ

い

て

は

指

定

工

事

店

に

こ

相

談

下

さ

ヽ゚しま
た

、

下

水

道

が

使

用

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

、

3
年

以

内

に

排

水

設

備

工

事

を

さ

れ

た

方

に

は

、

1
年

以

内

1
5、

0
0
0円

2
年

以

内

1
0、

0
0
0円

3
年

以

内

5
、

0
0
0円

の

補

助

金

が

交

付

さ

れ

ま

す

。

（

新

築

及

び

事

業

所

は

除

く

）

下
水
道
使
用
料
金

下

水

道

に

汚

水

を

流

せ

る

よ

う

に

な

る

と

、

下

水

道

使

用

料

金

が

必

要

に

な

り

ま

す

。料

金

は

使

用

し

た

水

の

量

で

決

ま

り

、

毎

月

徴

収

さ

れ

ま

す

。

水

道

の

み

、

水

道

と

井

戸

水

の

両

方

、

井

戸

水

の

み

な

ど

、

家

庭

の

水

の

使

い

方

に

よ

っ

て

算

定

方

法

が

変

わ

っ

て

き

ま

す

が

、

次

の

表

が

も

と

に

な

り

ま

す

。

ヽ
＼
排
水
設
備
工
事
費

便
利
な
口
座
振
替
を

r
J
利
用
下
さ
い

●

井

戸

水

だ

け

を

使

用

し

て

い

る

家

庭

は

、

ー

人

当

た

り

6
a
m
（

ト

ン

）

で

計

算

し

ま

す

。

●

井

戸

水

と

水

道

を

併

用

し

て

い

る

家

庭

は

、

1
人

当

た

り

6
rrim
（

ト

ン

）

で

計

算

し

た

水

量

と

水

道

の

使

用

水

量

の

ど

ち

ら

か

多

い

ほ

う

で

計

算

し

ま

す

。

下

水

道

使

用

料

金

の

お

支

払

い

は

、

納

入

通

知

書

に

よ

る

方

法

と

口

座

振

替

が

あ

り

ま

す

。

口

座

振

替

は

、

お

忙

し

い

方

、

留

守

が

ち

な

方

、

共

働

き

の

方

、

商

売

さ

れ

て

い

る

家

庭

で

は

大

変

便

利

で

す

。

口

座

振

替

納

入

の

申

込

は

、

各

金

融

機

関

の

窓

口

で

行

っ

て

い

ま

す

。

使用料金表(l戸1カ月あたり）

基本料金 超過料金

11吋を超え20ボまで1吋あたり 130円

21吋を超え30吊まで1吋あたり 140円
1,200円

31吋を超え50吋までl吋あたり 150円
(10咋まで）

51吋を超え100用までl吋あたり 160円

10lrriを超えlrri憎すことにlrriあたり 170円

※基本料金、超過料金ともに消費税は含んでいません。

(3) 広報おおあらい '98.5.6 
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ロ 妾場。

□□□□]すでに使用開始済区域
□□□□l平成10年4月1日から

使用開始した区域

大洗町排水設備指定工事店
名称 電話

株式会社秋山工務店 266-1881 

井上設備工業 267-5284 

大川設備有限会社 266-146 l 

株式会社大貫工務店 267-4665 

加治設備工業株式会社 266-2406 

株式会社菊地工務店 267-3007 

有限会社木村I務店 266-1666 

株式会社雲井I務店 269-4497 
営267-5183

コモリ工業株式会社 266-3571 

佐藤設備工業 266-2747 

株式会社関根工務店 267-5271 

大幸建設株式会社 266-0055 

株式会社田口工務店 267-5241 

東光建設有限会社 267-2130 

株式会社戸塚建設 267-3148 

株式会社水垣工務店 267-2716 

有限会社八千代工学 266-1108 

山本設備工業 267-5688 

有限会社協和技建 266-0155 

田山工務店 267-3242 

双葉エンジニアリング株式会社 266-0390

有限会社庄司工務店 267-2572 

有限会社ジェイ・ホーム 266-3536 

国の規制緩和に伴い、4月l日

から排水設備工事に関する町標準

単価表が廃止になりました。

従って、排水設備工事をする場

合は価格が異なりますので、各指

定工事店にご相談下さい。

また、 4月1日より茨城県内の

業者も町指定工事店に登録ができ

るようになりました。

指定工事店、

下水道に関する

お問い合わせ、

大洗町役場下水道課ヘ

合 (267)5111 
内線271~274

'9856 広報おおあらい (4) 



共育読本

きらさら

出発は家庭から

Vol. 14 

人として—生き方を示す一
親の姿勢

いいなあ

●
子
ど
も
は
、
大
人
の
姿
を
写
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
心
の
貧

困
は
、
教
育
力
を
失
っ
た
大
人
の
貧
困
の
裏
返
し
。
（
元
先
生
）

●
職
場
体
験
学
習
で
、
親
の
働
く
姿
を
見
た
。
な
ん
だ
か
「
ジ

ー
ン
」
と
し
た
。

(
-
中
生
徒
）

親
の
生
き
力
か
ら

f
ど
も
は
学
ぶ

いま、小・中学生は

●子どもの見ている親の生き方

■子どものしつけや教育についての配偶者との会話
3.5に］よく話し合う

二 B寺々 話し合う
仁］ぁまり話し合わない

3.1 仁□ほとんど話し合わない

男性

女性

34.2 50.2 12.l 

40.l 45.5 114 

。
20 40 60 80 1 00(%) 

（平成4年総理府「親の意義に関する世論困畜」 ）

、-

●
無
駄
づ
か
い
や
時
間
に
ル
ー
ズ
な
ク

セ
は
、
ま
す
親
か
ら
正
さ
ね
ば
。
（
父
）

●
う
ち
の
親
は
本
も
読
ま
す
、
子
ど
も

に
ば
か
り
「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
う

の
が
口
ぐ
せ
だ
。

（

中
学
生
）

●
夫
婦
や
姑
の
問
題
で
イ
ラ
イ
ラ
し

て
、
つ
い
子
ど
も
に
辛
く
当
た
っ
て
し

ま
う
。

（

母）

1
.2
3
4
5
 

あれこれと干渉しないて
措し方、身なり、言動に気を配って

怒り方を工宍して
家族朋行やだんらん

闇＜耳を持って （平成8年度大洗ー中アンケート調査）

●
オ
レ
の
父
オ
レ
の
母
だ
ぜ
別
れ

る

な

（

中

2

男

）

川
柳
●
パ
ー
ト
出
て
母
は
遊
び
を
知
り

ま

し

た

（

中

3

女

）

つぶやき

(5) 広報おおあらい '98.5.6 



国の行政に対する

あなだの声をお寄せ下さい
春の行政相談週間 5月17日～23日

．． 
て

(
2
6
7
)
4
8
3
3
 

2
3
1
5
の

1
3

き
よ
し

山
崎
正
さ
ん

大
洗
町
磯
浜
町

道

路

交

通

や

通

信

、

年

金

、

保

険

な

ど

、

わ

た

し

た

ち

は

、

毎

日

の

署

ら

し

の

な

か

で

、

国

や

国

の

関

係

行

政

機

関

が

行

う

さ

ま

ざ

ま

な

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

て

い

ま

す

。

総

務

庁

で

は

、

行

政

相

談

制

度

を

設

け

、

こ

の

よ

う

な

行

政

に

対

す

る

皆

さ

ん

か

ら

の

苦

情

や

意

見

、

要

望

な

ど

を

受

け

付

け

、

そ

の

解

決

を

促

進

す

る

と

と

も

に

、

行

政

運

営

の

改

善

な

ど

を

行

っ

て

い

ま

す

。

全

省

庁

の

業

務

の

ほ

か

J

R
や

N
T
T、
特

殊

法

人

の

業

務

、

自

治

体

が

国

か

ら

委

任

さ

れ

た

業

務

な

ど

が

、

相

談

の

対

象

と

な

っ

て

い

ま

す

。
こ

の

制

度

を

も

っ

と

広

く

知

っ

て

も

ら

う

た

め

、

春

と

秋

に

行

政

相

談

週

間

が

も

う

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

今

年

の

「

春

の

行

政

相

談

週

間

」

は

5
月

17日

¥
23日
。

期

間

中

は

、

特

設

相

談

所

や

巡

回

相

談

所

な

ど

も

行

わ

れ

ま

す

。

こ

の

機

会

に

ぜ

ひ

、

行

政

に

対

す

る

皆

さ

ん

の

声

を

お

寄

せ

下

さ

い

。

大
洗
町
の
行
政
相
談
委
員

／ 

t~ ~口］汀悶し＼胃：門貪喜 門三更限
こ←に称かこ厚せ相け法て性‘
との代とらろ生ら談て令 ー の保巳の事 —
と名えし‘‘省れがほ上保気育と名言胃
な称てて男平にた＇し甲父持現さ称 、

ヽヽ::芸筐言爺；謬い9乙：詈旦竺尋`
しわ保保通年し務庁と位名配働い保上従

。

茨
城
行
口
疇
汀

茨

城

行

政

監

察

事

務

所

行

政

相

談

課

で

直

接

相

談

を

受

け

付

け

る

ほ

か

、

行

政

苦

情

受

付

専

用

電

話

「

行

政

苦

情

―

-
0番
」

や

フ

ァ

ク

ス

、

手

紙

で

も

相

談

を

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

水

戸

市

北

見

町

ー

の

日

水

戸

合

同

庁

舎

行

政

苦

情

ー

1
0番

6
(
2
5
3
)
l
l
o
o
 

F
A
X
(
2
2
l
)
3
3
4
9
 

．
 

大

洗

サ

ン

ビ

ー

チ

海

水

浴

場

で

は

、

昨

年

度

か

ら

、

身

体

障

害

者

や

お

年

寄

り

に

海

の

楽

し

さ

を

昧

わ

っ

て

も

ら

お

う

と

、

全

国

初

の

「

バ

リ

ア

フ

リ

ー

ビ

ー

チ

」

を

開

設

し

ま

し

た

。

ビ

ー

チ

内

に
は
、
海
岸
用
車
イ
ス

•

更
衣
室
・
ト

イ

レ

・

ス

ロ

ー

プ

・

専

用

駐

車

場

を

整

備

し

、

県

内

外

か

ら

多

く

の

方

々

が

訪

れ

ま

し

た

。

町

で

は

、

「

海

の

楽

し

さ

を

す

べ

て

の

人

に

」

を

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

に

、

安

心

し

て

楽

し

ん

で

も

ら

え

る

海

水

浴

を

め

ざ

し

て

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

今

年

は

、

更

に

バ

リ

ア

フ

リ

ー

ビ

ー

チ

の

整

備

充

実

を

図

る

た

め

、

海

岸

用

車

イ

ス

8
台

を

日

本

宝

く

じ

協

会

の

助

成

に

よ

り

整

備

し

ま

し

た

。

．
 

平

成

9年

4
月

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

た

資

源

ご

み

リ

サ

イ

ク

ル

が

1
年

を

経

過

し

ま

し

た

。

こ

の

間

、

町

民

の

皆

さ

ん

の

協

力

で

集

め

ら

れ

た

資

源

物

は

、

総

重

量

約

4
5
7ト
ン

。

一

世

帯

あ

た

り

約

70k
g

で

す

。

ご

み

収

集

車

で

約

2
2

9
台

分

の

こ

み

の

減

量

に

な

り

ま

し

た

。こ

う

し

て

、

集

め

ら

れ

た

資

源

物

は

再

生

さ

れ

新

し

い

製

品

に

生

ま

れ

か

わ

資源リサイクル回阪量
(H94月～Hl0.3月）

資源物 回取量

缶類 42トン

ビン類 103トン

紙類 308砂

布類 4トン

合計 457トン

り

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も

地

球

環

境

に

や

さ

し

い

リ

サ

イ

ク

ル

に

皆

様

の

一

層

の

参

加

と

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

資
源
―
、
J
み
リ
サ
イ
ク
ル
開
始
か
ら
1
年

-3
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

こ

れ

に

よ

り

今

年

の

海

水

浴

期

間

中

の

海

岸

用

車

イ

ス

は

14台
に

な

り

ま

す

。

皆

さ

ん

の

ご

利

用

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

障
害
者
や
お
年
寄
り
に

や
さ
し
い
海
水
浴
場
を
め
ざ
し
て

'98.5.6 広報おおあらい (6) 



新学期が始まった。我が町の児童 • 生徒が心

身共に健やかに成長していくためには、学校、

地域、家庭の連携が不可欠である。町では、地

域ぐるみで子育てにあたろうと、学校、地域連 じヽヽ
携事業をスタートさせた。 墨屡
先に共育読本「きらきら大洗っ子」を発刊し 力‘
その成果を上げようと取り組んでいるのも、そ た［
の1つであるが、今回は家庭における子育て、人 ヨこ

間形成を図るうえで父母の皆さんに参考となる、 1共
安岡正篤先生の父母憲章を記してみた。 たこ
l．父母はその子供のおのすからなる敬愛の的 で5
であることを本義とする。 大 を
2 家庭は人間教育の素地である子供の正しい 洗 （本
徳性とよい習慣を養うことが学校に入れる前の 町~ ぐ
大切な問題である。 長
3．父母はその子供のために学校に限らす良き く
師、良き友を猿んでこれに就けることを心掛け 小 疋；
ねばならぬ。 谷 た
4 父母は随時祖宗の祭を行い子供に永遠の生 紅 せ）
命に参することを知らせる心掛けが大切である。 允 （こ
5 父母は物質的功利的な欲望や成功の話に過度に関心を示さ

す、親戚交友の陰口を慎み淡々とし専ら平和と勤勉の家風を作

らねばならぬ。

6.父母は子供の持つ諸種の能力に注意し特にその隠れた特質

を発見し啓発することに努めねばならぬ。
そん

7.人生万事喜怒哀楽の中に存する父母は常に家庭に在って最
とうや

も感清の陶冶を重んぜねばならぬ。

と云うものである。

子供は本能的に分けて云うならば、母に愛、慈愛、父に権威、

尊敬、敬閑を持っているものです。子供たちの幼児期からの発育

段階を踏まえた心の成長を考える場合、思いやりのある明るい

家庭をつくることを出発点にし、確固とした信念をもって子供

たちの健全な心の育成にあたってもらいたいと願うものです。

00 

゜交通
安
全
功
労
で

自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
か
ら
特
別
表
彰
を
受
賞
大
洗
町

交
通
安
全
功
労
市
区
町
村
と
し
て
大

洗
町
が
自
治
大
臣
国
家
公
安
委
員
会

委
員
長
か
ら
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た。
こ
れ
は
、
平
成
9
年
中
の
全
国
の
交

通
事
故
死
亡
者
数
が
、
昭
和

62
年
以
来

九
年
ぶ
り
に

1
0
、
0
0
0
人
を
下
回

っ
た

一
昨
年
に
引
き
続
き
、
連
続
し
て

l
o
‘
0
0
0
人
を
下
回
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
「
全
国
交
通
安
全
運
動
」
も

今
年
四
月
で

1
0
0
回
目
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
住
民
と
最
も
身
近
な
市
区
町

村
の
交
通
安
全
対
策
が
こ
れ
に
寄
与
し

た
と
し
て
、

l
o
o
団
体
(

5

3

市
2
区

36
町
9
村
）
が
受
賞
。

大
洗
町
は
、

5
8
0
日
間
交
通
死
亡

事
故
連
続
ゼ
ロ
を
記
録
す
る
な
ど
、

総

合
的
な
交
通
安
全
対
策
を
積
極
的
に
推

進
し
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全
意
識
の

普
及
浸
透
に
努
め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
茨
城
県
か
ら
は
大
洗
町

の
ほ
か
、
ひ
た
ち
な
か
市
が
受
賞
し
ま

し
た
。

（
 

で
99,.t-in函>

表
彰
状

g

t

茨
恣
舟
大
洗
町
尿

a

｛

～

 

｀

夫
町
は
人
今
芥
女
＆
含

下
以
地
域

｀

妥
情
に
応

rtc
俗
令
的
な
交
込
安
全

＂，

恙

キ

、

と
。
対
来
を
積
極
的
品
や
交
迫
死
亡

Z

｛

ぐ

5

事
故
品
＂
令
極
め
苫
咬
た
成
果
を

社

蕊

さ

上
げ
ら
れ
ま
し
た

、

f

よ
？
Y
哀
々
未
彰
L
ま
す

｀

8

ti
+
n

9
 

§

含

ゑ

[

l

i

コ`

｛

上
杉
光
舟
〗

黙
奇
↑
綺
g
g・9
,

g
-n
ぶ
t`
虹

最
近
の
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票

率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
有
権
者

の
方
々
が
よ
り
投
票
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、
投
票
時
間
の
延
長
、

不
在
者
投
票
の
改
善
な
ど
を
内
容
と

す
る
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成

10
年
6
月
ー
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。■投
票
時
間
が
延
長
さ
れ
、
午
後
8

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
午
後
6
時
ま
で
だ
っ

た
投
票
時
間
が
午
後
8
時
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
の
帰
り
や
家
族

や
友
人
と
昼
間
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け

た
後
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
小
さ
な
お
子
様
や
ケ
ガ
・

病
気
な
ど
で
付
き
添
い
や
看
護
が
必

要
な
方
も
、
付
添
人
、
看
護
人
の
方

と
一
緒
に
投
票
所
へ
入
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■不
在
者
投
票
の
時
間
が
午
後
8
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
午
後
5
時
ま
で
だ
っ

た
不
在
者
投
票
の
時
間
が
午
後
8
時

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ

る
事
由
が
緩
和
さ
れ
、
自
営
業
の
方
、

本
人
又
は
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る

方
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
私
用

で
投
票
日
に
投
票
区
に
い
な
い
方
な

ど
も
不
在
者
投
票
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■不
在
者
投
票
の
手
続
き
が
簡
単
に

な
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
、
投
票
当
日
に
投
票

に
い
け
な
い
理
由
を
、
事
細
か
に
記

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

れ
か
ら
は
、
住
所

・

氏
名

•

生

年
月
日
以
外
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る

事
由
の
中
か
ら
、
自
分
が
該
当
す
る

も
の
を
選
び

0
を
付
け
る
だ
け
で
す

み
ま
す
。
印
鑑
を
持
っ
て
い
く
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
藝
Q
し
の
ペ

ー
ス
に

合
わ
せ
て
、
投
票
時
間
が
長
く
な
り
、

不
在
者
投
票
で
き
る
事
由
も
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
参
加
し
、
明

る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
選

挙
菅
理
委
員
会

6

(
2
6
7
)
5
l

ー
ー
内
線
2
3
3
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

投
票
し
や
す
く
な
り
ま
す

【
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
】

ヽ
＼
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胸
痛
き
三
月
十
日
巡
り
来
て
東
京
空
襲

思
い
起
せ
り大
貫
桜
道
小
野
瀬
イ
シ

[
評
]
三
月
十
日
の
恐
怖
は
、
生
涯
の

心
の
傷
み
と
し
て
消
え
去
る
も
の
で
は

な
い
。

年
金
の
手
続
き
済
み
し
誕
生
日
赤
い
ブ

こ

ラ
ウ
ス
娘
よ
り
届
き
ぬ

寺

釜

九

区

三

村

佳

江

[
評
]
年
金
を
受
け
る
年
頃
。
そ
し
て

誕
生
日
。
赤
い
ブ
ラ
ウ
ス
が
効
い
て
い

る
。
佛
壇
に
供
え
し
飯
を
撒
き
や
り
ぬ
雀
の

飢
え
の
た
め
の
幾
粒

祝

町

五

区

石

澤

き

み
ま
な
こ

嫁
ぎ
ゆ
く
ひ
と
り
娘
の
晴
姿
父
の
眼
に

光
る
も
の
あ
り

角

一

十

二

区

辻

ゆ

た

か

[
評
]
母
親
は
親
と
し
て
の
愛
。
父
親

は
手
元
に
い
つ
ま
で
も
置
き
た
い
情
。

の
び
る

群
な
し
て
生
え
る
野
蒜
を
植
え
替
え
て

女
人
の
講
の
お
茶
う
け
に
せ
ん

金

沢

二

区

志

鳥

融

光

[
評
]
野
蒜
を
植
え
替
え
る
と
詠
み
握

え
た
と
こ
ろ
が
効
い
て
い
る
。
佳
作
。

早
咲
き
の
梅
に
降
る
雪
ふ
ん
わ
り
と
真

は

な

え

綿
の
ご
と
く
花
枝
を
包
む

寺

釜

五

区

堀

野

満

穂

[
評
]
雪
の
情
景
を
巧
み
な
調
べ
で
詠

．． ． ． 

[

評

]

な
の
ひ
ろ●

勝
山
一
美
選

み
上
げ
て
い
る
。
い
い
歌
で
あ
る
。

犬
ふ
ぐ
り
咲
き
て
春
づ
く
野
辺
に
来
て

雨
冷
た
か
り
三
寒
四
温

蔵
前
二
区

田

山

佳

風

[
評
]
可
憐
な
犬
ふ
ぐ
り
の
花
。
三
寒

四
温
は
ま
だ
続
い
て
い
る
の
だ
。

ジ
ャ
ン
プ
し
て
飛
翔
の
翼
ひ
ろ
げ
た
り

涙
に
濡
る
る
原
田
の
着
地

仲

町

四

区

庄

司

千

代

子

[
評
]
四
年
前
の
大
失
敗
。
も
の
の
見

事
に
着
地
し
た
。
人
生
常
に
戦
い
だ
。

春
日
さ
す
路
地
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

に
子
ら
あ
ま
た
い
て
声
々
響
く

寺

釜

五

区

米

川

和

子

[
評
]
野
外
で
遊
ぶ
子
達
は
い
な
く
な

っ
た
。
作
者
の
心
情
の
伝
わ
っ
て
く
る

歌
で
あ
る
。

遠
見
ゆ
る
ポ
プ
ラ
並
木
の
ほ
ん
の
り
と

色
つ
く
あ
た
り
新
芽
も
つ
ら
ん

南

清

水

三

区

広

木

イ

チ

苺
狩
り
に
競
い
て
吾
も
探
し
お
り
香
り

の
甘
き
ハ
ウ
ス
の
中
に

蔵

前

三

区

鴨

川

靖

[
評
]
時
代
は
大
き
く
変
っ
た
。
季
節

感
の
な
い
日
本
を
さ
び
し
む
。

冷
気
満
て
る
朝
の
川
面
の
澄
み
わ
た
り

浄
く
し
あ
れ
と
求
め
ら
る
る
我
か

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

自
然
の
前
の
人
間
は
あ
ま
り
に

も
仮
面
の
存
在
だ
。
作
者
の
心
象
が
よ

く
伝
わ
っ
て
来
る
歌
。

お
札
焼
く
熱
き
炎
は
諸
々
の
思
い
を
消

し
て
年
あ
ら
た
ま
る

祝

町

二

区

吉

川

和

[評
]
旧
謄
十
二
月
。
年
明
け
は
新
し

い
出
発
だ
。
気
持
の
表
白
充
分
の
歌
。

船
溜
ま
り
波
は
魚
臭
を
漂
わ
せ
杏
き
日

の
父
甦
ぇ
り
来
る

船

渡

三

区

照

沼

と

よ

子

[
評
]
上
句
い
い
得
て
い
る
。
沓
き
日

は
寂
し
い
日
の
意
を
も
っ

あ
や
し
げ
な
猫
語
金
魚
語
繰
り
な
が
ら

老
い
の
兆
し
の
二
人
と
思
う
も

新

町

六

区

関

根

秀

子

[
評
]
初
句
が
効
い
て
い
る
。
結
句
も

同
様
。
猫
語
金
魚
語
実
に
面
白
い
。

首
な
が
き
キ
リ
ン
し
き
り
に
ビ
ス
ケ
ッ

卜
欲
し
が
り
て
わ
が
バ
ス
に
口
寄
す

永

町

十

六

区

猪

瀬

ゆ

き

[
評
]
サ
フ
ァ
リ
ー
で
の
体
験
で
あ
ろ

う
。
よ
く
歌
わ
れ
て
い
る
。

還
暦
の
友
の
言
葉
の
は
つ
ら
っ
と
歯
切

れ
の
よ
く
て
我
の
あ
こ
が
れ

東

光

台

田

中

勝

枝

[
評
]
干
支
の
六
十
年
。
め
で
た
し
と

す
る
。
エ
ム
エ
ル

・
ウ
ル
マ
ン
の
詩
に

学
ぼ
う
。
「
青
春
と
は
人
生
の
一
時

期
で
は
な
い
心
の
状
態
だ
バ
ラ
色

の
頬
赤
い
唇
し
な
や
か
な
足
腰
の

こ
と
で
は
な
い
意
志
想
像
の
豊
か

さ
情
熱
の
激
し
さ
だ
生
命
の
深
い

泉
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
こ
と
だ
」

以
下
更
に
五
編
が
続
く
。
こ
の
詩
に
つ

い
て
御
希
望
の
方
は
い
つ
で
も
、
プ
リ

ン
ト
を
さ
し
上
げ
た
い
。（
髭
釜
六
区

勝
山
ま
で

6

(
2
6
6
)
1
6
8
4
)

' I., 1 
｀｀こ～・

麟ぅ

I, __ 年

ひじり保育園 おのせ たけるくん (5歳）

ひじり保育園 かわかみ

r 
． 
限紗全恥 L 

：二心に
麟藝謳嗣嗣

つばさくん (5歳）

慮
蝠総

e:盈

｀ 

ほく――
,0
区
し
の

l

？
り
つ
乙
ギ
マ
ラ
リ
ー

—◎、';,l
ふ~ -,I_.. 

＜ 

ひじり保育園 たけうち

ここ
漏゚`一

えりちゃん (5歳）

薦
叡

彎彎
....屯

ひじり保育園 いしかわ

'98.5.6 広報おおあらい (8) 
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橋本照三

〔評〕瓦屋根の塀をバック にバランスよく取 り入

れて、 主役の桜をうま く引き立たせています。

「 桜 」

3. 

80~200mm 

「 川面」

F8 

1/500 

八代弘之

〔評〕逆光での撮影で水の反射とシルエットで構

成されています。白翌の位置も良いと思います。

200mm F5.6 

フ
ォ
ト
P
H
O
T
O
[講
評
]
萩

谷

茂

五

月

は

新

緑

が

美

し

く

、

春

の

花

か

ら

夏

の

花

に

少

し

す

つ

変

わ

る

頃

で

も

あ

り

、

花

の

色

も

黄

色

か

ら

青

・

紫

の

色

が

多

く

な

っ

て

き

ま

す

。

ま

た

、

気

温

と

と

も

に

地

温

も

上

が

っ

て

、

ア

サ

ガ

オ

や

ケ

イ

ト

ウ

の

種

ま

き

の

適

期

を

む

か

え

ま

す

。

今

月

は

ツ

ッ

ジ

の

開

花

期

で

す

が

、

花

が

終

わ

り

次

第

伸

び

す

ぎ

た

枝

は

刈

り

込

ん

で

し

ま

い

ま

し

ょ

う

。

こ

の

時

期

を

逃

し

て

夏

以

後

に

刈

り

込

む

と

花

芽

を

切

り

取

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

ま

た

、

お

礼

肥

を

忘

れ

す

に

。

Q

シ

ク

ラ

メ

ン

の

花

後

の

手

入

れ

と

来

年

の

花

の

咲

か

せ

方

は

？

A
ま

す

、

枯

れ

葉

と

実

の

付

い

た

咲

き

が

ら

を

元

か

ら

引

き

抜

き

、

お

礼

肥

と

し

て

化

成

肥

料

を

施

し

、

ニ

週

間

に

一

度

の

割

合

で

殺

菌

剤

（

ダ

イ

セ

ン

ま

た

は

ダ

コ

ニ

ー

ル

の

約

一

万

倍

液

）

を

散

布

し

ま

す

。

チューリップ （東光台ロータリー花墳より）

節
の花
だ
よ
り

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー

町

緑

化

推

進

協

議

会

ー

五

月

中

旬

ま

で

は

太

陽

光

線

に

充

分

当

た

る

場

所

に

置

き

、

そ

れ

以

後

は
ん

0
か

11

は

半

日

陰

で

株

を

休

ま

せ

来

期

に

向

け

て

養

分

を

蓄

え

ま

す

。

そ

の

後

の

開

花

準

備

に

は

二

つ

の

方

法

が

あ

り

ま

す

。

①

水

を

少

し

す

つ

減

ら

し

て

葉

の

成

長

を

止

め

、

葉

が

枯

れ

る

の

を

待

っ

て

鉢

ご

と

北

側

の

涼

し

い

軒

下

な

ど

で

夏

を

過

ご

さ

せ

ま

す

。

暑

さ

が

や

わ

ら

ぐ

九

月

下

旬

に

少

し

大

き

め

の

鉢

に

植

各

替

え

、

水

と

殺

菌

剤

を

施

し

葉

の

数

を

増

や

し

な

が

ら

半

日

陰

か

ら

徐

々

に

太

陽

光

線

に

な

ら

し

て

花

を

咲

か

せ

ま

す

。

②

水

を

切

ら

さ

な

い

で

株

を

休

ま

せ

す

に

半

日

陰

で

夏

を

過

ご

さ

せ

、

九

月

中

旬

、

根

株

の

土

を

六

割

ほ

ど

落

と

し

て

新

し

い

土

と

元

肥

を

与

え

て

植

各

替

え

ま

す

。

殺

菌

剤

を

散

布

し

、

花

芽

を

待

ち

ま

す

。

※

②

の

ほ

う

が

花

は

早

く

咲

き

ま

す

が

、

夏

、

株

が

腐

り

や

す

い

の

で

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

①

は

夏

を

過

ご

す

の

は

楽

で

す

が

開

花

が

遅

く

来

春

に

な

り

や

す

い

で

し

ょ

う

。

ま

た

、

花

芽

の

で

き

る

頃

ナ

メ

ク

ジ

の

害

に

注

意

し

て

下

さ

い

。

半

日

陰

．

樹

下

や

軒

下

な

ど

時

間

の

経

過

等

で

日

な

た

に

も

日

影

に

も

な

る

と

こ

ろ

(9) 広報おおあらい '98.5.6 
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今年で2回目を迎える大洗桜カップ少年サッカー大会が、

4月11日 （土）町総合運動公園を会場に近隣のサッカー少年

団6チームを迎え開催されました。当日は、春を通り越して

初夏を思わせる陽気で、開会式では、大洗サッカー少年団主

将の渡辺亮君の力強い選手宣薔が青空にさわやかに響きわた

っていました。

決勝載は、 2試合シャッ トアウトで勝ち上がってきた荒谷

台（東海）と地元大洗Aとの間で争われました。ファイナル

ゲームにふさわしい熱戦は、荒谷台が1点を死守して漿を閉

じました。息をのむ好ゲームの中、指迎者とお母さん達の連

合チームvs各チーム選抜選手で行われたエキジピションマ

ッチは、ほのぽのとした温かさを感じさせ、会場全体が一つ

となって盛り上がったひとときでした。

く結果は次のとおり〉

［優 勝】 荒谷台サッカースポーツ少年団（東海村）

【準優勝］ 大洗サッカースポーツ少年団A

【第3位］ 中丸サッカースポーツ少年団（東海村）

［第3位］ 五軒サッカースポーツ少年団（水戸市）

〈ベストイレブン）大洗から次の3名が選ばれました。

大川将 (6年） 菊地一哉 (6年） 坪山 希 (6年）

大洗サッカースポーツ少年団
惜しくも第2位！

▲エキジピジョンマッチ後のなごやかなlコマ

‘、 めさせ事故cゼ
交通安至

....パンフレットを手渡し、「安全連転でお願いします」とドライパ
ーに呼びかける小谷町長

春の全国交通安全運動期間中 (4月6日～15日のlO

日間）の町内主要交差点でシートベル ト着用街頭キャン

ペーンが行われました。

街頭キャンペーンには水戸番察署をはじめ交通安全協

会 ・交通安全母の会の皆さんが参加して、ドライバーに

安全運転を呼びかけていました。

交通事故が多発するのは、交差点です。交差点付近で

は十分に速度を落とし、次のような確認を心がけましょ

つ。

◇自分の進路上障害物の確認

◇表示する信号機の確認（信号機がない場合は優先道路

の確認）

◇直進の場合、対向車の確認 ・対向右折車の有無等

◇二車線道路では、右折の場合、対向車の後続車の確認

◇信号を守らない子供等の確認

'9856 広報おおあらい (l 0) 



大きさにビックリ！護躙艦人氾

▲小春日和の中、 多くの見学者が訪れました。

「包丁人名物駅弁
作り決戟」を収録

3月11日から13日の3日間、大洗駅周辺と大洗町内で、

人気番組TVチャンピオンの収録が行われました。今回の

テーマは「駅弁」。一流料理人が大洗に集り、町のお弁当屋

さんと組んで各自大洗の名物となる駅弁を作ろうと腕を競

いあいました。

大洗漁協をはじめ、各種団体の協力で、撮影は順調に進

み、撮影最終日には、町民の皆さん100人が審査員となり、

それぞれの駅弁を試食し投票により優劣を競いました。

放送日は、 5月28日（木）午後7時30分～9時、 12チ

ャンネル （テレビ東京）です。

野球審軋の技術を磨く

= 
▲審判員の実技指甜に熱心に聞きいっている参加者の皆さん

(l l) 広報おおあらい '98.5.6 

3月26日、大洗港第4埠頭に海上自衛隊の護衛艦「ちとせ」

が入港、 一般公開されました。

「ちとせ」は基準排水量1480トン、出力16000馬力、全

長93メートル、幅約llメートルで連装速射砲、短魚雷発射管

などを搭載している大型艦船です。

当日は、春休みということもあって、親子連れなどが多数訪

れ、子どもたちは初めて乗る護衛艦の大きさに歓声をあげ、最

新の装備に目を輝かせていました。

艦内のあちこちでは案内役を務める乗組員の皆さんが子ども

の質問に1つ1つやさしく答えていました。

▲運命の結果を見守る出演者の皆さん

野球シーズン到来を迎えた、去る4月5日（日）大洗野球連盟

（川上義男会長）主催の審判講習会が町総合運動公園野球場で開催

されました。

これは、登録チームと連盟審判部員が野球）レールを勉強し、審

判員としての技術向上を図ろうと計画したものです。

講習会は、選手と審判部員合わせて41名が集まり、水戸野球連

盟の山本副審判部長、須藤審判員、荻沼大洗野球連盟審判部長の

3名が講師となり、南中学校野球部の協力で、主審のストライ

ク・ボールの判定やジャッジの仕方、塁審の立つ位置、ボールの

追い方、アウト ・セーフの判定や審判員の連携など終始熱心に実

技の指導を受けていました。

参加された皆さんは、「ルールの分からない事もあったので、こ

の講習会はたいへん勉強になった。」「野球の審判の難しさが分か

りました。」と話をしていました。

今年も、春季町民野球大会が5月10日から5月24日まで開催

されます。この講習会の成果が大きく発揮されることでしょう。



ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

講
習
会
に
参
加
し
て

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
に
な
ろ
う

受
講
条
件
／
年
齢
1
8
歳
以
上
（
高
校
生

を
除
く
）
（
泳
力
、
走
力
、
視
力
に
も

条
件
あ
り
）

内
容
／
海
に
関
す
る
知
識
、
救
助
法
、

応
急
手
当
、
蘇
生
法
他

実
施
日
／
6
月
1
7
日
（
水
）

1
21
日
（
日
）

時
間
／
午
前
9
時

1
午
後
6
時

場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

募
集
定
員
／
60名

参
加
費
用
／
2
万
3
千
円

申
込
締
切
日
／
6
月
5
日
（
金
）

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

＜
 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

す
ぐ
に
届
け
出
を
！

第
2
•
第
4

土
曜
日
は
、
児

童
生
徒
の
県
施
設
へ
の
入
館

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

実
施
施
設
／
県
近
代
美
術
館
、
県
つ
く

ば
美
術
館
、
嗅
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、

県
立
歴
史
館
、
喋
自
然
博
物
館
、
大
洗

水
族
館
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
県
植

物
園
及
び
熱
帯
植
物
館
、
偕
楽
園
公
園

好
文
亭
、
弘
道
館
公
園
弘
道
館

対
象
者
／
小
中
学
校
、
高
等
学
校
お
よ

び
特
殊
教
育
諸
学
校
の
児
童
生
徒

（県

外
の
児
童
•
生
徒
も
対
象
と
し
ま
す

）

対
象
日

／
第
2

•

第
4
土
曜
日

（た
だ

し
、
夏
期
・
冬
期
及
び
学
年
末
等
の
学

校
の
長
期
休
業
期
間
を
除
き
ま
す
）

実
施
時
期
／
平
成
1
0
年
4
月
か
ら

問
合
せ
／
票
教
育
庁
企
画
室

6

(
2
2
l
)
8
l
l
l
 

（
内
線
5
1
2
2
)

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月

1
日
に
所
有
す
る
建
物
（
床
面
積
の
大

小
に
か
か
わ
ら
す
物
置

・
車
庫
等
も
含

む
。）

に
か
か
り
ま
す
。

新
築
や
増
改
築
等
に
と
も
な
い
家
屋

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
そ
の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税

は
来
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の

就
職
し
た
ら

種
別
変
更
の
手
続
き
を
1
1
~

｀

三

で
、
必
す
年
内
に

「
建
物
滅
失
届
」

を

提
出
し
て
下
さ
い
。
届
出
用
紙
は
税
務

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
ー
4
3
)

4
月
か
ら
就
職
し
た
皆
様
は
、
国
民

年
金
の
手
続
き
を
も
う
済
ま
せ
ま
し
た

か
。会
社
に
就
職
し
た
ら
役
場
国
民
年
金

係
で
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。ま
た
、
就
職
に
限
ら
す
退
職
や
結
婚

な
ど
人
生
の
節
目
節
目
で
は
、
国
民
年

金
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

将
来
の
年
金
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
に
も
、
手
続
き
は
忘
れ
な
い
よ
う

に
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

‘
 

ね
た
き
り
老
人
が
い
る
家
庭
で
入
浴

介
護
が
難
か
し
い
家
庭
。
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
で
家
事
援
助
を
し
て
ほ
し
い

方
。
身
体
障
害
者
の
い
る
家
庭
等
に
家

庭
奉
仕
員
を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

内
容
／
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、
食
事

等
の
世
話
や
入
浴
車
に
よ
る
入
浴
介
護

負
担
金
／
所
得
に
応
じ
て
負
担

詳
し
い
事
は
、
地
区
民
生
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会

（内
線
ー

6
l
)
ま
た

は
福
祉
課
（
内
線
ー

5
4
)
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
へ

ル
バ
ー
）
を
派
遣
し
ま
す

〔被保険者のおもな手続き〕

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

戸 、ドリ=£賞

i蒻，000召竺璧竺
ら売期間 5999El(大9ー、和 SEl(金 ）

｀三□こ

こんなとき 種別 届書名 必要なもの

20歳になったとき 1号 資格取得届 印鑑

厚生年金共済組合に加入したときl号→2号資格喪失届 印鑑年金手帳（夫婦）
--------------------------- -------------

（扶養されている配偶者）l号→3号第3号彼保険者該当届 鰈徴羅，臥年月B~醐

結婚などにより配偶者に l号→3号
第3号被保険者該当届

印鐙、年金手帳（夫婦）

扶養されることになったとき 2号→3号 健康保険証

サラリーマンの奥さんが

〇記偶者の扶養からはす 3号→l号 種別変更届 印筈、年金手帳（夫婦）

れたとき（収入増離婚）

R就職により厚生年金 3号→2号 資格喪失届 健康保険証
共済組合に加入したとき

厚生年含共済組合に胤入をやめたとき 2号→l号資格取得届 印筈、年金手帳（夫婦）
--------------------- -------------

（扶養されている配偶者）3号→1号種別変更届 退職年月日の証明

住所が変わったとき l号3号住所変更届 印鑑、年金手帳

氏名が変わったとき 1号3号氏名変更届 印鑑、年金手帳

任意加入するとき 任意加入申出届 印鑑、年金手帳

'98.5.6 広報おおあらい (l 2) 



水戸地方広域市町村圏協議会

ヽ
JR水戸線宍戸駅から北へ2km。広大な国有
林の自然を十分に活かした北山公園では、新

緑や紅葉など四季を通じて楽しむことができ

ます。

こ家族、仲間と楽しいコミニ ュケーション

のひとときにどうぞご利用ください。

（主な施設）展望塔、休憩施設、ローラーす

べり台、温性生態園、バーベキュー・キャン

プ場、芝生広場など

（公園内施設の利用時間）

4月～9月午前9時～午後6時
10月～3月午前9時～午後4時
（問合せ）北山公園管理事務所

合0286-78-38 l l 
友部町役場商工観光課

合 0286-77-l l 01 

北山公園

昨

年

度

、

保

育

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

「
す

く

す

く

」

が

誕

生

し

ま

し

た

。

幼

い

子

を

持

つ

お

母

さ

ん

た

ち

が

子

育

て

に

つ

い

て

学

習

し

て

い

る

間

、

乳

幼

児

の

お

世

話

を

す

る

グ

ル

ー

フ

で

す

。若

い

お

母

さ

ん

た

ち

が

、

子

育

で

に

つ

い

て

考

え

た

り

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

し

た

り

、

語

り

あ

っ

た

り

：

．

、

そ

ん

な

場

を

つ

く

っ

て

あ

げ

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

保

育

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

『
す

く

す

く

』

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

。

連

絡

先

／

生

涯

学

習

課

（

内

線

3
5
4
)

大

洗

町

手

を

つ

な

ぐ

親

の

会

で

は

、

平

成

lO年
度

の

会

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

。
こ

の

会

は

、

障

害

を

持

つ

子

供

た

ち

の

基

本

的

人

権

と

福

祉

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

に

活

動

し

て

い

ま

す

。

主

な

活

動

は

、

療

育

キ

ャ

ン

プ

や

夏

の

集

い

の

参

加

、

日

帰

り

研

修

、

歳

末

助

け

合

い

運

動

の

一

環

と

し

て

お

餅

の

配

布

な

ど

、

親

睦

を

図

り

な

が

ら

楽

し

く

交

流

し

て

い

ま

す

。

肢

体

不

自

由

児

、

心

身

障

害

児

を

も

つ

親

の

方

の

こ

加

入

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

加

入

申

込

・

問

合

せ

／

大

洗

町

手

を

つ

な

ぐ

親

の

会

会

長

石

部

き

み6

(
2
6
7
)
4
3
6
3
 

町

身

体

障

害

者

福

祉

協

会

で

は

、

平

成

10年
度

の

会

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

。主

な

活

動

は

、

町

主

催

の

い

き

い

き

体

育

祭

及

び

各

種

ス

ポ

ー

ツ

大

会

へ

の

参

加

、

研

修

会

、

新

年

会

な

ど

楽

し

く

交

流

を

図

っ

て

い

ま

す

。

身

体

障

害

者

手

帳

を

お

持

ち

の

方

な

ら

誰

で

も

加

入

で

き

ま

す

の

で

、

ぜ

ひ

加

入

さ

れ

ま

す

ょ

う

お

願

い

し

ま

す

。

申

込

み

・

問

合

せ

／

大

洗

町

身

体

障

害

者

福

祉

協

会

会

長

岩

井

正

男

6
(
2
6
7
)
5
3
5
3
 

婦

人

会

は

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

、

教

養

、

友

愛

を

柱

に

活

動

し

て

い

ま

す

。

人

と

の

出

会

い

、

ふ

れ

あ

い

を

大

切

に

あ

な

た

の

生

き

甲

斐

を

増

や

し

ま

せ

ん

か

。

地

域

は

、

あ

な

た

の

手

で

作

ら

れ

ま

す

。

少

し

時

間

を

さ

い

て

婦

人

会

活

動

に

参

加

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

問

合

せ

／

磯

浜

婦

人

会

会

長

婦
人
会
会
員
募
集
11

柳

橋

子
育
て
支
接
隊
「
す
く
す
く
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

，
 
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
員
募
集
1
1
~

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
員
募
集

茨
城
県
青
年
の
船

団
員
募
集

幸
江

6
(
2
6
7
)
5
4
1
4

大

貫

婦

人

会

会

長

高

野

み

ね

6

(
2
6
7
)
4
5
8
2
 

生

涯

学

習

課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0

訪

問

国

／

中

国

（

上

海

等

）

実

施

期

間

／

10月

25日
か

ら

1
月

3
日

研

修

内

容

／

船

内

研

修

・

現

地

青

年

と

の

交

流

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

参

加

費

用

／

14
万
円

募

集

人

員

及

び

応

募

資

格

／

青

年

(2
7
0名
）

曝

内

在

住

の

満

16歳
以

上

35歳
以

下

の

男

女

（

学

生

は

本

県

出

身

の

県

外

居

住

者

も

可

）

高

校

生

、

盲

・

胆

・

養

護

学

校

生

(

8

0

名

）

公

私

立

学

校

の

2
.
3年
生

で

県

内

に

在

住

し

、

学

校

長

の

推

薦

を

得

た

方

育

成

者

(

5

0

名

）

青

少

年

育

成

活

動

に

携

わ

っ

て

お

り

、

引

き

続

き

活

動

に

尽

力

で

き

る

方

締

切

り

／

7
月

31日
（

金

）

応

募

方

法

／

応

募

書

類

に

所

定

事

項

を

記

入

し

、

必

要

書

類

を

添

え

て

生

涯

学

習

課

ヘ

問

合

せ

／

生

涯

学

習

課

（

内

線

3
5
6
)

嗅

女

性

青

少

年

課

6

(
2
2
l
)
8
l
l
l
 

（

内

線

2
7
4
4
)

■1
2
,
0
0
0
円

大

洗

町

五

反

田

2
9
1
の

2

小

沼

酉

之

助

■1
0
0
,
0
0
0
円

大

洗

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

会

長

柴

沼

慎

一

■1
0
,
0
0
0
円

大

洗

町

大

貫

町

3
5
1

田

山

晃

■1
0
,
0
0
0
円

J
A
水

戸

大

洗

女

性

部

■5
0
,
0
0
0
円

大

洗

町

磯

浜

町

4
0
3

関

根

八

平

■3
2
,
5
6
3
円

公

民

館

ま

つ

り

実

行

委

員

会

■1
0
,
0
0
0
円

匿

名
■1
0
,
0
0
0
円

大

洗

町

磯

浜

町

5
3
8
8

木

ノ

本

和

江

■5
0
0
,
0
0
0
円

北

関

東

フ

ァ

ミ

リ

ー

株

式

会

社

代

表

取

締

役

飯

笹

茂

■1
0
8
,
0
0
0
円

大

洗

町

民

生

委

員

一

同

■1
3
3
,
0
0
0
円

全

土

佐

犬

友

好

連

合

会

会

長

田

中

正

人

■紙
お

む

つ

大

人

用

檜

山

悦

美

2
袋

善
意
の
寄
付
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会

(l 3) 広報おおあらい '98.5.6 



建
設
省
で
は
、
河
川
を
や
さ
し
く
見

守
っ
て
下
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
お
願
い
す
る
河
川
は
那

珂
川
涸
沼
川
、
桜
川
で
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

日
時
／
5
月
2
4
日
（
日
）

8
時
3
0
分
開
場

9
時
試
合
開
始

場
所
／
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館

種
目
／
男
子

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

A
リ
ー
グ
（
経
験
5
年
以
上
）

B
リ
ー
グ
（
経
験
2
年
以
上
）

C
リ
ー
グ
（
経
験
2
年
未
満
）

参
加
資
格
／
大
洗
町
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
方

参
加
費
用
／

一
人

一
種
目

8
0
0
円

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
内
線
3
5
8
)

関
根
孝
明
（
夜
間
の
み
）

c

(
2
6
7
)
3
l
l
3
 

申
込
先
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

第
1
0
回
大
洗
町
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

＜
 

県
で
は
新
し
い
い
ば
ら
き
づ
く
り
を

担
う
、
国
際
的
視
野
と
指
導
力
を
持
つ

女
性
の
育
成
に
資
す
る
、
県
内
女
性
の

海
外
派
遣
事
業
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

凹
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
期
間
／
9
月
2
3
日
（
水
）

I
l
O
月

4
日
（
日
）
1
2
日
間

派
遣
国
／
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド

・
フ
ラ
ン
ス

活
動
内
容
／
課
題
研
究
活
動
（
女
性
、

福
祉
問
題
等
に
つ
い
て
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
等

応
募
資
格
／

.
5
年
以
上
県
内
に
在
住
す
る
女
性

.
4
月
1
日
現
在
3
0
オ
以
上
5
5
オ
未

満
の
方

◎
役
場
企
画
課
に
用
意
し
て
あ
る
、
所

定
の
応
募
書
類
と
課
題
レ
ポ
ー
ト
（
一

二

0
0字
）
を
そ
ろ
え
、
5
月
2
9
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト
い
ば
ら
き
記

団
員
募
集

活
動
期
間
／
平
成
1
0
年
7
月
1
日
1

1
2
年
6
月
30
日

応
募
資
格
／
那
珂
J
I
I
か
ら
5
k
m
以
内
に

住
む
2
0
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
大
洗
町
、
ひ
た
ち
な
か
市
、

水
戸
市
の
応
募
者
中
2
名

謝
礼
／
手
当
月
額
4
,
5
8
0
円

締
切
り
／
5
月
30
日

問
合
せ
／
建
設
省
常
陸
工
事
事
務
所

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

6
0
2
9
4
(
7
2
)
3
1
7
5
 

■休
館
日

5
月
11
日
（
月
）
1
8
日
（
月
）

2
5
日
（
月
）

．
6
月
ー
日
（
月
）

8
日
（
月
）

・
1
5
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
l
人
3
冊
ま
で ＂ 

相
談
日
／
5
月
15
日

6
月
5
日
・
1
2
日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
1
時
3
0
分
＼
3
時

毎
月
第
ー
金
曜
日
は
、
弁
護
士

が
相
談
（
要
予
約
）

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー
6
l
)

心
配
こ
と
相
談

22
日

29
日

申
込
み
・
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整

係
（
内
線
2
2
4
)

‘、

鬱

女
た
ち
の

ジ
ハ
ー
ド

儒

節

子

女
た
ち
の
ジ
ハ
ー
ド

篠

田

節

子

タ囀芦Ell
l 
j日綾

烹社・E！高野

康；
［志る
←, || || 

画作

9
 

ハ
ー
ト
出
版

日
本
初
の
介
助
犬
と
函
ら
し
た
千
葉

れ
い
子
物
語

「
日
本
に
は
介
助
犬
が
い
な
い
！
そ

れ
な
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
こ
う

1.
」
車
椅

子
の
生
活
を
続
け
る
れ
い
子
さ
ん
は
、

テ
レ
ピ
番
組
で
は
じ
め
て
介
助
犬
を
知

り
ま
し
た
。
笞
金
で
お
金
を
た
め
、
ア

メ
リ
カ
ヘ
。
そ
こ
で
夢
だ
っ
た
介
助
犬

と
出
会
う
の
で
し
た
．
．
。
こ
れ
は
日

本
初
の
隣
害
者
の
手
足
と
な
っ
て
働
く

犬

・
介
助
犬
ブ
ル
ー
ス
と
千
葉
れ
い
子

さ
ん
の
感
動
の
記
録
で
す
。

集
英
社

直
木
賞
受
賞
作
品
踏
ま
れ
て
も
、
し

い
た
げ
ら
れ
て
も
、
「
現
代
O
L
道
」
を

極
め
る
5
人
の
女
た
ち
：
0

め
げ
す
、
く
じ
け
す
我
が
道
を
ゆ
く

聖
戦
（
ジ
ハ
ー
ト
）
と
い
う
企
み
ー

R

重

紹

介

あ
り
が
と
う
！
介
助
犬

ブ
ル
ー
ス

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月日饂 催 事 内容 開始時闊 開催場酋 入場方涙

17 日茨城の民謡民舞コンクール 900~ ホール 無料

23 土 公民館講座教室合同開校式 900~ 大会議室関係者
5 
27 水 運転免許更新時講習会 900~ II II 

28 木 県青色申告会連合会定期総会 9.00~ II II 

町の人口と世帯
(4月1日現在）

人口 20.275人 (-49)

男 8,998人 (-32)

女 10.276人 (-17)

世帯数 6,588戸 (-16) 

転入 93人 転出 139人

出生 13人 死亡 16人

軽自動車税（全期）
国民健康保険税（第1期）

納期は

6月1日迄です。

国民年金は5月29日迄です。

'98.5.6 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

18 月 機能回復訓練 閃（粒・，If形を外もっ科た医方診でi烈護能指，U祁LL糾）！が必災な）j. 13 00~15 00 

19 火 離乳食教室 生後3カ月～12カ月乳幼児及び母親 11:00~13 00 

20 水 経口生ボリオ投与 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13:15~14 00 

22 金 機能回復訓練 隙害をもった方で横能訓練が必要な方 9:00~11 ・00 

火
機能回復機能 隙害をもった方で機能訓練が必要な方 9.00~11 00 

5 26 
親と子の虫歯予防教室 ]巌咄J児及び紐翡 13 00~14:00 

27 水 ッペルクリン反応検査 ー位・小中学校もれ者 13 15~14・00 

木
国保相談 老人医療受給券新規交付者 9 00~11 :30 

28 
生生後後36カカ））］1-～47ブプ））月月のの乳乳児児乳児健診 13 00~14 00 

金
機能回復訓練 篠害をもった方で椴能訓練が必要な方 9・00~11:00 

29 
BCG接種 ッペルクリン反応検査で陰性の者 13:15~14 00 

1 月 母子相談 母蒻及び乳幼児 9・30~11:00 

2 火
機能回復訓練 隠害をもった方で機能訓練が必要な方 9・00~11 00 

経ロポリオ投与 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13:15~1400 

3 水 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未禰の乳幼児 13:15~14 00 

4 木 日本脳炎接種 3巌から就学前I!)幼児 13: 15~1400 

5 金 機能回復訓練 障（理害学を税もっ法た士方指で機導能）訓紬が必災な）i 13•00~ 15 00 

6 機能回復訓練 隠害をもった方で椴能訓練が必要な方 9:00~11 00 
9 火
日本脳炎接種 3巌から就学前の幼児 13 15~14 00 

10 水 日本脳炎接種 減から就学前の幼児 13 15~1400 

11 木 日本脳炎接種 3巌から就学前の幼児 13 15~]4 00 

金
機能回復訓練 腐害をもった方で機能調練が必要な方 9 00~11 00 

12 
日本脳炎接種 3巌から就学前の幼児 13 15~14 00 

火
機能回復訓練 篠害をもった方で機能訓練が必要な方 9.00~l I 00 

16 
日本脳炎接種 3歳から就学前の幼児 13 l5~14 00 

30 re. 
っ

留』 影笑くん
（中宿1区 3歳2カ月）

●父勝

●母篤子

ウルトラマンが大好きな

甘えん坊です

アイドIL!

おおかわ みすき

大）11 瑞季ちゃん

（明神町7区 3歳7カ月）

●父浩通

●母閃子

いつまでもやさしい

女の子で

愛の献血もl
●日時 5月25日（月）
930~1230 
1330~1530 

●場所保健センター
●献血できる人

16歳以上65歳未満の人
●献血内容 200cc、400cc
●主催 大洗ライオンズクラブ

こ協力をお願いします

? ・・ぐへ：3； -. '. 9, • '̀ ,・ダ
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シ汐卜豚館の1中昂9̂
テ‘ ユ畔島油砂e 、さ

（
 

ヒカリキンメダイ
昨年9月、水族館にお目見えした発光生物水槽の中に、

哨謹の中、怪しげに目が光る魚＂がいます 。この魚は、

ヒカリキンメダイと言って、眼の下に発光細菌を共生させ

たそら豆状の発光器を持ちます。それを反転させることに

よって、まばたきのような光が見えてくる仕組みになって
えさ

います。では、何のために発光するのでしょう？餌を探す
いかく

サーチライト、それとも威嚇、はたまた仲間同志の確認な

のか••。いまだ、はっきりしたことは分かっていません。

く、

編集 • 発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267)51l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社



H本核燃料開発株式会社における

金属片の所在不明事故について（こ報告）

この度の日本核燃料開発（株）に

おける金属片の所在不明事故に関し

ましては、町民の皆様方に大変ご心

配をおかけしております。

所在不明となっている金属片は、

「照射済ジルコニウム合金試験片」

といいますが、日本核燃料開発（株）

平成10年5月6日

実寸大の金属片

刻印位置

ドーー 3.87cm--→

重さ1枚：lg

ではこの金属片を平成 7年 9月21日に24枚を受入れ、強度を計る試験を

行いました。

その後、試験済の金属片 5枚と試験を実施していない19枚に区分して

保管していました。しかし、平成 9年12月8日頃になって、試験を実施

していない19枚が置かれた場所には見当たらず、探索を開始しましたが、

現在のところまだ見つかっておりません。

なお、放射線量については、金属片19枚がまとまってあったときに、

約 1m離れた地点に人が立った場合、 1時間で胸部のレントゲンの約 2

分の 1程度、胃の透視検査では約30分の 1程度ですが、現在のところ金

属片による放射線の環境への影響はありません。

本町では、この事実について平成10年4月8日に確認し、その後、日

本核燃料開発（株）に対して金属片の徹底捜索、安全管理並びに通報連

絡体制について改善措置要求を行い、同時に科学技術庁に対しても安全

管理の徹底について厳しく指導監督するよう強く要請いたしました。

大洗町長 ,jヽ t} 阻！ 杖；

問い合せ：大洗町役場生活環境課交通防災係

連絡先 ：267-5111（内線241)
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